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相談支援機関・地域・行政が一体となった総合的な相談支援体制の充実 【モデル事業の基本的な枠組み】＜大阪市地域福祉基本計画より抜粋＞

既存のしくみでは解決でき
ない支援困難事例に対し、

施策横断的に各関係機関
が集う「総合的な支援調整
の場」を開催

【 概 念 図 】 ・区保健福祉センターには、関係機関
を招集する「総合的な調整機能」や
「権利擁護機能」が求められる

・そのためには、各機関に対する

カウンターパートとして、調整する
「権限」や「幅広い知識」が必要

・それらの役割を果たしていくために
も人材育成や専門性の向上が必須

・区保健福祉センターに「総合的な支援調整の
場」の開催を要請
・「かかりつけ医」のように本人の情報を蓄積
・世帯への長期・継続的な支援

地域福祉
コーディネーター自ら相談できない

要援護者

専門的な相談支援機関による支援

地域における見守り活動

支援につながらず地域で
埋もれている要援護者等を
CSWを中心として相談支援
機関につなげる機能の強化

・地域との連携の窓口
・アウトリーチにより要援護者を把握
・地域で埋もれている要援護者等を
「総合的な支援調整の場」につなぎ、課題解決

地域住民

見守り・発見

【現状・課題】

要援護者

・分野ごとの相談支援
機関の充実は図って
いるが、他分野との連
携が十分に行えてい
ない。

・地域と専門的な相談
支援機関との連携が

図れていない。

福祉専門職のワーカー
（CSW）

医療機関

事業者

教育機関

※ ・医療・介護連携
コーディネーター
・スクールソーシャル
ワーカー等

区保健福祉
センター

主たる相談
支援機関

※各種コーディネーター

相談支援機関・
教育機関関係者

医療機関関係者

地域関係者

総合的な支援調整の場
（つながる場）

・３者を中心に施策横断的にケア会議を開催し
個別課題を解決

※従来の個別ケア会議等を活用

区保健福祉センター
職員

生活困窮者
相談支援員

民生委員
・児童委員

地域福祉
コーディネーター等

・地域福祉活動の基盤づくり
・アンテナ機能の強化
・活動の担い手の発掘・育成

近隣住民

若年層

NPO等地域住民
（商店等）

介護予防にかかる
資源開発

地域づくりの
支援

・主たる相談支援機関・CSW等の要請により
必要な関係機関を選定・召集
・「総合的な支援調整の場」を主催

区社協

福祉専門職のワーカー
（CSW）

見守り相談室

地域づくりの支援

貧困を原因とした虐
待の増加など、深刻
な事例に対し、継続
的に支援を行う機関
がない。

生活支援コーディネーター
（介護保険）

「要援護者の発見と地域に
おける見守り体制の強化」

「複合的な課題を抱えた
人への支援体制の構築」

サロン等の
「居場所」を
活用

ボランティア

新たな担い手
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